
  

６月の学級生徒会が行われました。今回の議題は充実

した学級生活を送るための課題と改善策についてでした。 

上の写真は２年２組の様子です。生徒は、学級の課題を

「怪我が多い」と捉え、その解決方法について、「休み時間の過ごし

方」に着目し、「右側通行を意識する」や「ドアの前で話さない」等、

具体的実践事項について協議し、実践意欲を高めていました。他に

も、１年２組では「授業中の私語を減らすこと」、３年１組では「２分

前着席の徹底」について協議が行われ、「互いに声を掛け合える学

級にしたい」など、学級全体で取組の成果や課題を共有することが

できました。話し合いを通して、自分たちの学級をよりよくしていこう

とする意識が高まる有意義な時間となりました。 

今後も、生徒一人一人が主体的に学校生活に関わり、仲間と協

力しながらよりよい学級づくりを進めていくことを期待しています。 
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全校生徒を対象に心肺蘇生法講習を実施しました。

講習では、胸骨圧迫の方法や AED（自動体外式除細動

器）の使い方について学び、恒例となっている人形を

使った実技演習を全校生徒が経験しました。（写真） 

生徒たちは真剣な表情で説明を聞き、「命を守る行

動」の大切さについて理解を深めました。これから水

泳の授業も始まります。万が一の場面で勇気を持って

行動できる力を身につける貴重な機会となりました。 

今後も安全教育や防災教育を通して、自分自身や周

囲の人を大切にできる力を育てていきます。 

「幼小中連携の日」を本校で実施しました。当日は、保

育園・幼稚園、小学校、中学校の教職員が一堂に会し、授

業参観ならびに情報交換・共通実践の協議を行いました。 

生徒たちは懐かしい先生方に手を振る等、普段にも増し

て意欲的に授業へ参加する様子が見受けられました。 

上の写真は、１年生理科（生物分野）で昆虫と他の違い

について、学校主事の三宅先生が育てられているヘラクレ

スオオカブトムシやオオクワガタの成虫を使って中山先生

が授業をしている様子です。生徒は目を丸くしていました。 

参観後には職員同士で、中1ギャップの解消に向けた共通実

践事項について協議しました。主な内容は以下の通りです。 

① 学習指導・支援部会では 

生活が落ち着かないと学力は上がらないので、授業開始時

の黙想や無言掃除を徹底すること。また、授業開始前の２分前

学習の継続。更に、竜南タイムを通して、話すこと・聞くこと

のスキルを更に向上させ、話し合い活動を活性化すること。 

② 生徒指導・支援部会では 

先言後礼の挨拶や元気のよい返事の徹底と、見つけ掃除等

の自ら考える行動の促進。また、ヘルメットの着用について

は、中学校で実践している自動車学校からの講師からの交通

安全教室を実施。更に、SNS や動画配信サービス等の影響に

より、各家庭の価値観が多様化してきているので、社会のルー

ルや規範について親子で考えさせる機会を設けていくこと。 

 
今後も、子どもたちの健やかな成長を支えるため、地

域の幼保小中のつながりを大切にしながら、教育活動

の充実に努めてまいりたいと思います。 
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